青山荘　症例検討用　フェイスシート

	入　所　者
	氏　名　　　関口　禅　様　　　　　男・女　　　　昭和　25年　7月　3日生（54歳）

	
	〒　031－0073　住　所　八戸市長根一丁目7－29　　　　　　電話0178－22－9076　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	無し

	
	発症時期
	24歳頃
	罹 患 期 間
	約30年9ヶ月　

	
	入院回数
	5回
	延べ入院年数
	　　　　　約６年3ヶ月

	医療機関
	八戸赤十字病院（主治医　太田医師）
	外来受診日
	月曜日（隔週回）

	医療区分
	　国民健康保険　家族　　（　担当　　　）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（　2級）

	年　　金
	有・無　（障害基礎年金２級　月額6500円）　重度医療（無し）

	 入所年月日
	Ｈ　16年　10月11日～
	身長
	163ｃｍ
	体重
	65ｋｇ

	最終学歴　
	国士舘大学　中退
	免許・資格
	

	職　歴
	昭和45年～昭和46年　ヤマハ月販（営業）

昭和46年2月～昭和46年8月　カメラ店・レコード店・パチンコ店を点々とする。

昭和46年8月～昭和46年2月　埼玉県熊谷航空自衛隊

	保　護　者


	氏　名　関口　ハツ　様　　　　　　　　続柄　母

	
	住　所　八戸市長根一丁目７－２９


	電　話
	　　　２２－９７０６　　　　　　（日中／自宅・携帯）

	
	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　（夜間／自宅・携帯）

	
	

	長期目標

服薬等を含む生活技術全般の獲得と対人関係の向上を目的とし、単身でも生活できる技術を身につける。

	入院・治療歴

①S49年12月～S50年9月　湊病院　入院　　　　　　　⑥S59年10月～S61年3月　三沢聖心会病院　外来

②S50年9月～S52年9月　　〃　　外来　　　　　　　⑦S61年3月～S61年7月　　　〃　　　　　入院

③S52年9月～S53年12月　　〃　　入院　　　　　　　⑧S61年8月～H14年1月　八戸赤十字病院　外来

④Ｓ53年12月～S58年11月　〃　　外来　　　　　　　⑨H14年1月～H16年9月　　　〃　　　　　入院

⑤S58年11月～S59年10月　三沢聖心会病院　入院



	生活歴

3人兄弟の第２子。八戸北高校卒業後、国士舘大学に進学するがアルバイトばかりして授業を受けず2年で中退。昭和45年10月に大学を中退後、様々な職業に就くが長続きせず点々とする。昭和46年8月埼玉県熊谷航空自衛隊に入隊。椎間板ヘルニアの為入院し、その後除隊。昭和47年2月、帰省。就労せず、引きこもり状態となっていた。昭和49年12月、幻聴・被害妄想に左右された行動が出現、湊病院を初診。退院後通院していたが、服薬中断により再燃。その後も、退院しては服薬中断し再燃・入院を繰り返す。昭和61年8月、八戸赤十字病院へ通院していたが、平成13年12月頃より、「バカヤロー。」等の幻聴や被害・関係妄想が強くなり、両親への金銭要求・暴力行為も出現。平成14年1月、八戸赤十字病院へ医療保護入院。翌日に父が倒れ亡くなっている。入院後は、病状安定しトラブルも無く過ごしていた。



	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

両親・姉・弟の五人家族。家族は教師家系。父は本人が入院した翌日死亡している。姉氏は埼玉県在住。弟氏は近隣に自分の家族と住んでおり、自宅には高齢の母が単身で生活している。母氏は、父親が本人のせいで死んだと考えており、暴力を振るわれた経緯から「外泊は良いが帰ってくるのは困る。」と話している。




青山荘　施設処遇会議①

平成　18年　6月　12日　（月）

	氏　名
	関口　禅　氏
	男・女
	生年月日
	　昭和25年　7月　3日（55歳）


	問題点
	介入方法

	①服薬について自己判断する可能性がある
	現在まで飲み忘れることなく服薬は行っているが、これまで怠薬により再燃を繰り返していることや、時折、「病気は治った気がする。」「薬を減らしたい。」と話す事もあり、病気と服薬についての学習や自己判断で服薬を中断しないよう説明している。また、定期的に訪室し、服薬状況を確認している。

	②対人関係においてストレスを抱えやすい
	自分の主張を押し通す傾向があり、トラブルの原因や意見が通らない事でストレスを抱えやすい。几帳面な性格であり、他入所者の些細な行動にも「ストレスになっている。」と不満を話す事も多い。定期的に本人と話をし、ストレスになっている事の確認とその解決策について検討し、SSTも活用しながらトラブルを避けるコミュニケーションの取り方についても練習する。

	③自宅への外泊練習と家族の関係調整
	現在、自宅の離れで単身で外泊練習を行っており、外泊は問題無く行う。家族は経済面での支援はするが本人との関わりには消極的。自宅へ訪問し、家族へ本人の状況を説明し、定期的に様子を見て交流を持つ等の協力を依頼している。また、環境を整備（電気・水道）する事についても、相談しながら取り組んでいく事にしている。外泊の様子についても確認しながら、必要な箇所については目標に付け加えながら支援を行う。

	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	青山荘での身の回りは自立。外来の無い平日はデイケアへ通所している。入所後すぐに胃潰瘍と五十肩の為、治療を継続して行っている。胃潰瘍は定期検査と服薬で経過観察中、五十肩は理学療法と荘内での五十肩体操を実施、現在は回復傾向にある。

入所中は、五十肩等の痛みを理由に、物事の取り組みに消極的で五十肩の治療を行いながら、目標を明確にして促しを行う必要があった。目標設定の際には自己評価が高く、「仕事に就きたい」「結婚したい」等話すなど、現実的な検討が出来ない為、振り返りを行いながら現在の自分の能力について知ってもらう事で目標の具体性も出てきている。

几帳面・せっかちな性格であり、自分の希望を押し通そうとするような口調で話す為、周囲の人（入所者・家族）とトラブルになりそうになる事がある。些細な事が気になり、共同生活で抱えているストレスも多い様子（共同物の利用、他入所者のマナー、他入所者とのコミュニケーションの訴えが多い）。

その都度、職員に「どうしたらいいんですか？」と聞いてくる為、個別でSSTや面談を行い、対処方法について学習している。今は、自主活動のリーダーとして負担も大きいがトラブルになる事は無い。

退所後は、グループホーム等の利用も検討しているが、本人は共同生活でストレスを抱えやすいことや現在空きが無い状況のため、自宅の離れでの生活を目標に取組んでいる。自炊についても練習を始め、本格的な自炊となると負担が大きい為、自分で作れる簡単な物（野菜炒め・カレー等）と電子レンジを利用して作る物や購入した惣菜も組み合わせながら自炊を行っている。今後は家族と相談しながら、自宅での生活を送る環境を整備していく事とする。


プラン計画者　氏名：佐々木　優佳（生活指導員）　次回会議予定　H　　年　　月　　日　（　）　






